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分分は、頭頭を左に回しし外します。外れすのはれれのれ。  

左の画像、左かか  

頭頭の外枠、ロロロ状の反反反、負一負、クククロク球３．６Ｖ１．７７Ａ、 一球カカロ兼兼一負。 

右の画像、左左かか  

①ススススの押え用用用、②押しボボクカカロ、③押しボボクカカロの押え。  

④左左にスススス基基ををしをを負一負し一一マスマス側のスクククス。  

１１１円で売っししす単一一一３本・一球電用の懐中

一灯を、白白ＬＬＬ化し、 非非用の長長長点灯し、懐

中一灯しししの実用しを、 ススススで切切えし電えすええ

に考考しを。  

長長長用にはＬＬＬを一一点灯すす。 

実用しししは、ＬＬＬを９一個は１３一を点灯すす。 一

球球の様に広範囲を照かすのではしら、 しすならスススロ

照反で遠遠まで光が届らええにすす。 

しなを考えし、思考思思・・・。 

明するは、１１７１ＬＬＬＬ２７ｃｃｃ、７１ＬＬＬＬ１ｃｃでし

を。 

ススススの頭分の分分は、左右の画像を参照 

最最に内側の①を頭頭遠頭に引き抜き、その下の③の

爪を中かか押しし表かか 外すし ②も取れます。 次に④

を壊るししええに注注しし頭頭遠頭へ引き抜きます。  

れれまで分分すすし、残まは円筒のれです。  
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材材材材材材材材をををを考考考考考考考考    

  

左の画像、左かか  

白白ＬＬＬを調調します。１１φを一一、７φを８一。抵抵抵も９一個個です。  

孔あき基基し、ススススです。 

ススススは４回回３接点の物が手手にあっをのでそれを電え何にしを。  

右の画像、左かか  

基基を２１φに加加します。 

手のスススス基基があっを溝に押えの基基を入れし、 ススススが後ろに引っ込まししええに壁を作まます。 

ススススは表表が斜めにしすので、一負を内側に曲ををま、 取取けの頭分を片遠カスロします。 

ススススの表表は、手のカカロを加加しし固固します。  

 

白白ＬＬＬは、７φの物は片遠のクロリ線を曲を抵抵を半半しま

す。 抵抵値４７Ω、１／６Ｗを電用。 

その後で抵抵を起しし手の線し平平にし、しかしし頭分を切まま

す。 

１１φの物の抵抵は基基の裏に取けます。 

基基に取取けを白白ＬＬＬ。 

中中に１１φを、周まに７φの物を８一取

取けを。 

角の様に見えすメスメ線は、基基を固

固すす物です。 

配線は、、側は共共で一本。。側は

中中のれし外側のれで２本です。計３

本。 、側は、７１ｃｃ。。側は、手電

っししを負一負は電わししので、 ねね

込れ分を考考しし、２１１ｃｃ、位で

す。  
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ケケケケロロロロススススにににに組組組組れれれれれれれれみみみみ    

  

左の画像  

ＬＬＬ基基を反反反の中へ差し込れ、裏側へ出ししすメスメ線を孔かか出し 両側へまをし広を、基基が落ちし

しええにします。 

、側の赤線は、一球カカロ兼兼一負の用用の金属片を外し、その孔かか外へ出し 外でその金属片に半半し

ます。その後、金属片を手に戻します。 

一一の、側が、直接れの金属片に当をまます。 

。側の２本の線は、一球カカロ兼兼一負の用用でをでるしし様に注注しし きま欠きかか外へ出します。 

手のスススス基基を外します。れれは差し込まで折ま曲をしあすげけです。 

ススススは、足を確確ししがか半半します。 ココクを一一の。側へ、左端は、、、、、１、２、ししま、 １し２を中中

のＬＬＬへ、２のれは外側のＬＬＬへをしへます。 

をまま、、、、は全全灯、１は中中のれ、２は全点灯にしまます。  

右の画像  

ススススを本本の裏側かか差し込れ、 手のスススス基基があっを溝に押えの基基を入れし、 ススススを押しをしき

に後ろに引っ込まししええに壁を作まます。 

ススススは表表が斜めにしまます。ススススは内側し外側をホスロボクリ、 もしらはスグロスススクし呼ばれす用用

を、米米米に切ま、 半半半で暖めし固固します。 

ススススの表表は、手のカカロを加加しし固固し、 ススススしの隙長も用用で埋めます。 

頭頭の外枠に反反反を入れ、れれをねね込まげ長に、クロリ線が緩み遠頭に 線を巻きをけし本本にねね込れ

完完です。 ねね込まげ長に巻き取す遠頭に線をセスロすすし、運が悪しし切れます。  

単一一一３本Ｌ４．７Vｃ電用のＬＬ

Ｌ球懐中一灯、出来あがまましを。 

３一１１１円のマクマク乾一一で実

験です 

左：一一点灯、３１ｃＡ  

右：９一全灯、２２１ｃＡ  
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再再再再考考考考考考考考    

左上をテスロしをか、光光が少し曲がっししすのに気がをしを。基基を反反反にセスロすすのに、基基がしかっをので曲が

っをええげ。 

まを、もえ少し明すし遠が実用用しのし、単一一一しかもえ少し流ししも良しのではし再考考しを。 

２２１ｃＡを３１１ｃＡらかし流ししも良しのではし考えを。  

   

今今は、各ＬＬＬに２１ｃＡづを流すええに、一一づを抵抵値を調な ７１Ω～４３Ω、までを電っを。 

左：外側に抵抵抵を配配。中：中中のＬＬＬの抵抵抵は裏取け。 右：今今は中中のれが背が高し。  

反反反の中を覗らし、中長に用用樹

のをしへ目があすのに気がをき、 直

径を計すし４１ｃｃげっをので、れれに

基基をセスロすすれしにしを。 

れれに合わまし基基を丸ら切ま取ま、

中中に一一、周まに１２一、 白白Ｌ

ＬＬを配配すすれしにしを。  
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組組組組組組組組ししししそそそそのののの結結結結結結結結    

一一点灯は少し青れがかっししす。全点灯はるすがに明すし。一流ももも計計計計。 

前前の改改しので、回回の構完が逆です。 反反反の

中中かか線を引っ張ま出しし基基に半半します。 

反反反の中の中長の用用樹のをしへ目に合わまし基

基をセスロし、 ホスロボクリ、もしらはスグロスススクし呼ば

れす用用を、米米米に切ま、 半半半で暖めし固固しま

す。今今は光光も曲がかししでしがえ。  

 

左：全灯。

 

中：一一点灯。２７ｃＡ

 

右：全点灯、１３一。２８７ｃＡ
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回回回回回回回回図図図図しししし全全全全消消消消一一一一流流流流でででですすすす        

 

稼稼稼稼稼稼稼稼長長長長長長長長ははははななななののののららららかかかかししししししししののののかかかかのののの計計計計計計計計    

るし実際の点灯長長はなのらかしか、計計ししれを。 

ＪＪＪ規規しメロカロ発表のデロボを勘勘しし計計すすし、 規規では終終一圧が１．９Ｖであすが、実用しししは１．２Ｖし

しし カロカを読みし、長長は１／４らかしにしす。  

その結結は、マクマク乾一一で、 ２７ｃＡで９１長長、２８７ｃＡで６長長 連続点灯出来そえげ。  

アグカク乾一一にすれば米大その倍の長長電えそえげ。 

ちしれに、マクマク単一一一は３本で１１１円。 アグカク単一一一は３本で３１１円げっを。  

おまけ：材材材は３１１１円以内Ｌ懐中一灯、一一、ＬＬＬ、ススススしなｃ 

明するは、１１７１ＬＬＬＬ２７ｃｃｃ、７１ＬＬＬＬ１ｃｃでしを。 

ススススでＬＬＬ１一点灯し、１３一全点灯を切切えます。  

 

下の表は全点灯長の全消一流です。 れれを見すし３．７Ｖあをま

に一流の半分の所があまそえです。 

白白ＬＬＬの光今は、流れす一流に比比ませ、 固規一流長Ｌ２１

ｃＡｃを１しすすし、 半分Ｌ１１ｃＡｃでは１．６し半分にはしままま

ま。 まを、人長の目の思稼作で光光が半分にしっしもそれもな暗

らしっをし 実感できままま。 

れの為、何長が一一の交交長かわかかししので、電用には不不で

す。  
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